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1. はじめに 

 日本電信電話株式会社（以下，「NTT」という）は

およそ 4万橋の橋梁に通信管路（以下，「橋梁通信管

路」という）を添架しており，主に鋼管と硬化ビニ

ル管を使用している．腐食劣化や破損等の故障が生

じた場合は，FRP素材の半割管（以下、「FRP補修管」

という）に取り替え，安全な通信設備を維持してい

る．橋梁通信管路は屋外に設置されるため，降雨や

紫外線等の影響を受ける．そこで，72ヶ月間の暴露

試験を行い，FRP補修管の耐候性を検証した． 

 

図 1 FRP補修管の補修例 

 

2.試験方法 

 宮古島にて 72ヶ月間の暴露試験を実施し，強度と

光沢度の変化を検証した． 

 暴露場所は日光，風，雨に晒され、雪により埋も

れない場所とし，5～10°の勾配をつけて設置した．

また，試験体の長さは 1,500mmとし，試験体が風で

飛ばされないよう固定し，試験期間中は移動しない

ことを原則とした．設置状況を図 2に示す． 

 

図 2 暴露試験体の設置状況 

 

試験期間は最長 72ヶ月とし，設置後，1ヶ月，3

ヶ月，6ヶ月，9ヶ月，12ヶ月，18ヶ月，24ヶ月，

36ヶ月，48ヶ月，72ヶ月経過後に試験体を回収し，

強度と光沢度を評価する． 

3.評価方法 

 強度変化は円周方向と軸方向について評価する．

円周方向の試験体は長さ 300mmの環片に切断して採

取する．試験数は 3個とする．試験方法は図 3.1の

ような平らな台上に試験体を置き，荷重を試験体の

長さ方向に均等になるように徐々に加え，破壊外圧

を測定する．試験時の設置方向は，暴露時の天マー

クを上にする．測定値を初期のブランク品の測定値

で除することにより，物性値の保持率を算出する． 

  

図 3.1 円周方向の強度試験方法 

 

 軸方向の試験体は長さ 150mmの環片を切断して採

取する．採取した環片の天側半面から，幅 25mmの短

冊状の試験体を切断して採取する．試験数は 5個と

する．3点曲げ試験を実施し，最大曲げ応力を求める．

曲げ試験のスパンは 100mm，荷重速度は 5mm/minとす

る．測定値を初期のブランク品の測定値で除するこ

とにより，物性値の保持率を算出する． 

  

図 3.2 軸方向の強度試験方法 
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 光沢度評価の試験体は，暴露試験体の天側から，

100mm角の試験体を 1箇所切断して採取する．試験方

法は JIS Z 8741:1997「鏡面光沢度－測定方法」の方

法 3（60度鏡面光沢）により，試験体表面の光沢度

を測定する．測定値を初期のブランク品の測定値で

除することにより，光沢度の保持率を算出する． 

   

4.試験結果および考察 

各試験体の円周方向の強度試験結果を表 4.1に示

す．最大応力の測定値は平均値を記載している．3

ヶ月経過後，劣化が開始されるが，72ヶ月経過して

も，およそ 70％の強度を保持している． 

表 4.1 円周方向の強度試験結果 

暴露期間 

（月） 

最大応力 

測定値（平均値） 保持率 

（N） （MPa） （％） 

0 18,830 227.6 100.0 

1 20,793 255.4 112.3 

3 17,043 213.7 93.9 

6 15,137 187.7 82.5 

9 15,189 182.8 80.3 

12 15,479 172.2 75.7 

18 15,205 182.4 80.2 

24 13,677 176.3 77.5 

36 14,422 155.1 68.2 

72 13,418 159.8 70.2 

 

各試験体の軸方向の強度試験結果を表4.2に示す．

最大応力の測定値は平均値を記載している．36ヶ月

経過しても劣化はみられず，72ヶ月経過しても，お

よそ 90％の強度を保持している． 

表 4.2 軸方向の強度試験結果 

暴露期間 

（月） 

最大応力 

測定値（平均値） 保持率 

（MPa） （％） 

0 150.2 100.0 

1 146.7 97.7 

3 142.7 95.0 

6 151.5 100.9 

9 149.5 99.5 

12 142.1 94.6 

18 150.0 99.8 

24 133.3 88.7 

36 152.0 101.2 

72 131.0 87.2 

 

 

 光沢度試験結果を表 4.3に示す．1ヶ月経過後，劣

化が開始され，12ヶ月経過後にはおよそ 5%の光沢度

しか保持していない． 

表 4.3 光沢度試験結果 

暴露期間

（月） 

鏡面光沢度 

（％） 

保持率 

（％） 

0 62.1 100.0 

1 57.0 91.8 

3 55.3 89.0 

6 49.9 80.4 

9 34.3 55.2 

12 2.7 4.3 

18 3.4 5.5 

24 3.1 5.0 

36 2.2 3.5 

72 2.0 3.2 

 

 FRP補修管の物理的特性として， NTTの規格では，

本稿の円周方向の強度試験と同様の試験を実施し，

規定荷重 10,000Nを加えても，亀裂，その他の有害

な欠点が発生しないことと定めている．規格値は通

信ケーブル荷重や橋梁環境での風荷重等を考慮し，

定められている．今回の試験体は 72ヶ月経過しても

13,000N以上の荷重がかからないと破壊していない

ため，規定値以上の強度を保持できていると考えら

れる．光沢度等の美観に関する規定については，NTT

の規格では定められていないが，景観を考慮する必

要がある箇所については，塗装等による美観確保の

対策を検討する必要がある。 

 

5.おわりに 

 本稿では，橋梁通信管路用のFRP補修管について，

72ヶ月間の暴露試験を実施し，強度と光沢度の変化

を評価した．光沢度については劣化がみられたが，

強度については 72ヶ月経過後も NTT規格値を満たす

強度を保持し，安全性を確保することを確認した． 
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